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 木材の性能向上を図るため、テトラエトキシシラン（TEOS）、その部分加水

分解物及びチタンテトライソプロポキシド（TPOT）溶液を木材に含浸処理し、

無機質複合化木材を調製した。その調製条件及び得られた複合化木材の性能を

調べ、次の結果を得た。 

1. TEOS では、加水分解触媒として酢酸を用いた場合、含浸後一定期間（５

日間）溶液の散逸を防ぐことにより、木材の含水率に応じた質量増加率

が得られ、Si 化合物が主に細胞壁中に存在することが確認された。一方、

塩酸触媒では、酢酸触媒に比べ高い質量増加率を示し、Si 化合物が細胞

内腔に多量に存在することが確認された。 

2. TEOS 部分加水分解物は塩酸触媒、酢酸触媒ともに高い質量増加率を示し

た。 

3. TPOT は、単独では加水分解速度が早いため絶乾試験片以外には注入しに

くいが、安定化剤を用いることにより高含水率の試験片にも十分な含浸

を行うことができた。 

4. 寸法安定性は、ほぼ全ての系で向上した。TEOS及び安定化剤を加えたTPOT

では木材の含水率が高いものほど高い寸法安定性を示した。 

5. 平面摩耗試験による処理材の摩耗量は、未処理材のそれに比べ同等ある

いは増加し、耐摩耗性の向上は認められなかった。 

6. 液滴法で求めた試験片表面の水による接触角は、酢酸触媒を用いた TEOS

以外は未処理材に比べ、いずれも小さくなった。 
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